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一

阿
波
藍
経
済
史

『
近
世
の
物
価
と
経
済
発
展
─
前
工
業
化
社
会
へ
の
数
量
的
接
近

─
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
八
年
）
の
著
者
と
し
て
新
保
博
氏
の

名
前
は
研
究
史
に
の
こ
る
が
、
同
氏
は
そ
の
著
作
を
物
す
る
前
に

『
封
建
的
小
農
民
の
分
解
過
程
』（
新
生
社
、
一
九
六
七
年
）
と
『
日
本

近
代
信
用
制
度
成
立
史
論
』（
神
戸
大
学
研
究
双
書
刊
行
会
・
有
斐
閣
、

一
九
六
八
年
）
と
い
う
本
格
的
な
研
究
書
を
公
刊
し
て
い
る
か
ら
、

そ
の
研
究
は
農
村
史
か
ら
金
融
史
、
物
価
史
へ
と
展
開
し
た
の
で
あ

る
。
農
村
史
研
究
の
主
な
成
果
で
あ
る
『
封
建
的
小
農
民
の
分
解
過

程
』
と
い
う
著
作
は
、
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
摂
津
国
八
部
郡

花
熊
村
村
上
家
文
書
に
も
と
づ
い
て
、
商
品
貨
幣
経
済
の
発
展
に
と

も
な
い
近
世
農
村
が
ど
の
よ
う
に
変
貌
し
た
か
を
追
究
し
た
も
の
で

あ
り
、
同
氏
は
、
こ
の
花
熊
村
の
研
究
に
お
い
て
、「
自
分
自
身
の
も

の
を
含
め
て
既
成
の
論
点
を
花
熊
村
に
つ
い
て
検
証
す
る
の
で
は
な

く
、
花
熊
村
の
研
究
を
通
じ
て
問
題
を
見
出
し
、
そ
の
問
題
に
即
し

て
近
世
初
頭
か
ら
明
治
初
期
に
い
た
る
農
村
構
造
の
展
開
過
程
を
追

究
し
つ
つ
、
近
世
的
農
村
構
造
と
近
代
日
本
の
農
村
構
造
と
の
連
続

性
に
つ
い
て
一
つ
の
展
望
を
え
よ
う
」
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
同
氏
は
、
そ
の
頃
か
ら
、「
史
料
に
即
し
た
事
実
発
見
に
主
眼

を
お
き
、
事
実
発
見
の
積
み
重
ね
の
な
か
か
ら
事
実
そ
の
も
の
が
示

す
論
理
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
」
を
基
本
的
研
究
態
度
と
し

〔
歴
史
随
想
〕

私
の
歴
史
研
究
と
史
料
調
査

天

野

雅

敏
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て
い
た
と
い
う
。
私
は
こ
う
し
た
新
保
研
究
室
で
修
業
時
代
を
過
ご

し
た
の
で
あ
り
、
研
究
室
に
お
け
る
私
の
研
究
報
告
の
多
く
は
史
料

の
分
析
を
基
礎
に
し
た
も
の
か
ら
な
っ
て
い
た
。

戸
谷
敏
之
氏
が
『
近
世
農
業
経
営
史
論
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
四

九
年
）
に
お
い
て
指
摘
し
た
こ
と
、
即
ち
、
阿
波
国
で
は
「
北
方
」
の

藍
作
を
中
心
と
し
た
商
業
的
農
業
の
展
開
と
「
南
方
」
の
主
穀
中
心

農
業
の
展
開
が
あ
り
、「
阿
波
は
「
南
方
」
よ
り
も
「
北
方
」
を
そ
の

特
徴
と
す
る
」
と
記
し
て
い
た
こ
と
に
問
題
関
心
を
抱
い
た
私
は
、

そ
の
頃
徳
島
県
板
野
郡
松
茂
町
中
喜
来
の
社
団
法
人
三
木
文
庫
を
訪

問
し
、
近
世
文
書
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
三
木
文
庫
は
、
寛

政
年
間
に
藍
業
に
進
出
し
、
江
戸
本
材
木
町
嘉
七
店
を
取
得
し
て
寛

政
一
二
（
一
八
〇
〇
）
年
一
〇
月
に
全
文
二
七
ヵ
条
の
「
江
戸
店
式

法
」
を
制
定
し
江
戸
店
の
経
営
体
制
を
整
備
し
て
、
関
東
売
藍
商
と

し
て
そ
の
後
発
展
し
た
三
木
与
吉
郎
家
に
の
こ
さ
れ
た
近
世
か
ら
近

現
代
に
及
ぶ
膨
大
な
歴
史
的
な
史
料
な
ど
を
保
管
管
理
す
る
史
料
館

で
あ
る
。
こ
の
膨
大
か
つ
体
系
的
な
史
料
群
に
接
し
て
、
そ
れ
か
ら

し
ば
ら
く
そ
の
調
査
と
史
料
の
解
読
に
従
事
し
た
こ
と
が
、
私
に

と
っ
て
研
究
者
と
し
て
の
基
礎
を
形
作
る
う
え
で
有
益
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
神
戸
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
及
び

博
士
課
程
に
在
学
し
た
と
き
に
お
こ
な
っ
た
主
な
研
究
は
、
そ
の
多

（
１
）

（
２
）

く
を
こ
の
三
木
文
庫
の
所
蔵
史
料
に
負
っ
て
い
た
。
修
士
論
文
は
一

九
七
四
年
六
月
社
会
経
済
史
学
会
近
畿
部
会
（
於
、
神
戸
商
科
大
学
）

で
報
告
し
、
一
九
七
五
年
に
「
徳
島
藩
流
通
政
策
に
つ
い
て
の
一
考

察
─
寛
政
～
文
化
期
を
中
心
に
─
」
と
題
し
て
『
社
会
経
済
史
学
』

第
四
一
巻
第
二
号
に
発
表
し
て
お
り
、
博
士
課
程
の
研
究
は
一
九
七

六
年
六
月
社
会
経
済
史
学
会
第
四
五
回
大
会
（
於
、
早
稲
田
大
学
）
の

自
由
論
題
で
報
告
し
、
一
九
七
七
年
に
「
幕
末
・
明
治
初
期
に
お
け

る
前
期
的
資
本
の
存
在
形
態
─
阿
波
藍
商
・
三
木
与
吉
郎
家
を
中
心

に
─
」
と
題
し
て
『
社
会
経
済
史
学
』
第
四
三
巻
第
四
号
に
発
表
し

て
い
る
。
後
者
の
論
稿
を
書
き
終
え
た
頃
に
は
、
問
題
の
所
在
が
よ

り
明
確
に
な
り
、
そ
の
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て
史
料
の
探
索
も
吉

野
川
流
域
に
さ
ら
に
広
が
っ
た
の
で
あ
る
。

後
者
の
論
稿
で
主
に
と
り
あ
げ
た
三
木
家
の
「
葉
藍
買
入
帳
」
に

は
、
葉
藍
取
引
に
か
か
わ
る
基
礎
的
情
報
が
精
細
に
書
き
留
め
ら
れ

て
お
り
、
葉
藍
の
仕
入
先
、
仕
入
地
域
、
取
引
数
量
、
仕
入
価
格
、

代
金
決
済
の
具
体
的
形
態
な
ど
が
わ
か
り
、
葉
藍
取
引
を
め
ぐ
る
藍

師
・
藍
商
と
藍
作
人
つ
ま
り
葉
藍
生
産
者
農
民
と
の
具
体
的
関
係
を

解
明
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
葉
藍
買
入
帳
」
と

「
藍
玉
買
入
帳
」
を
検
討
す
る
と
、
安
政
～
文
久
期
ま
で
の
三
木
家

の
仕
入
は
、
葉
藍
、
藍
玉
を
含
め
て
仕
入
価
額
、
仕
入
俵
数
で
、
葉
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藍
が
七
割
前
後
を
し
め
て
い
た
。
同
家
の
藍
業
は
、
当
初
主
に
肥
料

の
前
貸
を
通
じ
て
藍
作
人
か
ら
葉
藍
を
集
荷
し
、
そ
れ
を
自
ら
組
織

し
た
製
造
過
程
に
お
い
て
蒅
、
藍
玉
と
し
、
そ
の
販
売
に
あ
た
る
と

い
う
形
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
弘
化
年
間
か
ら
嘉
永
年
間
に
か

け
て
、
こ
の
よ
う
な
葉
藍
の
仕
入
方
式
は
変
化
し
、
前
貸
を
梃
子
と

し
た
葉
藍
仕
入
形
態
か
ら
商
品
取
引
と
利
貸
を
分
化
さ
せ
、
葉
藍
集

荷
圏
を
藍
作
の
中
心
地
帯
へ
拡
大
し
自
立
性
の
強
い
藍
作
人
か
ら
仕

入
を
お
こ
な
い
仕
入
量
を
急
増
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

文
久
期
以
降
同
家
の
仕
入
構
成
に
お
け
る
葉
藍
の
地
位
と
藍
玉
の
そ

れ
が
交
替
し
、
従
来
の
葉
藍
を
中
心
と
し
た
仕
入
方
式
は
変
貌
を
と

げ
、
藍
玉
の
仕
入
が
仕
入
構
成
の
過
半
を
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
こ
の
藍
玉
買
付
方
式
に
も
変
化
が
み
ら
れ
、
在
方
で
主
に
蒅
を

購
入
す
る
と
い
う
形
態
か
ら
徳
島
城
下
の
市
中
藍
問
屋
の
主
催
す
る

藍
市
を
通
じ
て
藍
玉
を
買
い
付
け
る
と
い
う
方
式
に
移
行
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
幕
末
期
に
お
け
る
三
木
家
の
葉
藍
、
藍
玉
の
仕
入
方
式

に
は
こ
の
よ
う
な
重
要
な
変
化
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た

変
化
を
も
た
ら
し
た
要
因
を
究
明
す
る
の
に
は
、
藍
作
の
中
心
地
帯

に
成
長
し
た
藍
師
・
藍
商
の
事
例
研
究
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
課
題
を
念
頭
に

置
い
て
、
私
の
史
料
の
探
索
は
、
三
木
文
庫
か
ら
吉
野
川
流
域
に
点

（
３
）

在
す
る
旧
家
へ
と
広
が
っ
た
。

吉
野
川
の
沖
積
層
は
、
左
岸
の
板
野
郡
の
新
・
旧
吉
野
川
に
挟
ま

れ
た
い
わ
ゆ
る
「
藍
園
二
十
八
箇
村
」
か
ら
右
岸
の
徳
島
市
、
名
西

郡
石
井
町
、
麻
植
郡
鴨
島
町
な
ど
に
広
が
っ
て
お
り
、
土
性
は
砂
質

壌
土
や
壌
土
が
中
心
で
、
そ
の
耕
土
は
深
く
肥
沃
な
土
地
で
あ
っ
た

か
ら
、
こ
の
吉
野
川
沖
積
層
に
位
置
し
た
村
む
ら
が
主
な
藍
作
地
帯

と
し
て
発
展
し
た
。
そ
こ
で
、「
藍
園
二
十
八
箇
村
」
を
構
成
し
た

板
野
郡
藍
園
、
住
吉
、
応
神
、
川
内
、
北
島
の
各
大
字
村
や
名
西
郡

の
石
井
、
麻
植
郡
の
鴨
島
な
ど
に
存
在
す
る
藍
師
・
藍
商
の
系
譜
を

引
く
旧
家
を
対
象
に
し
て
丹
念
な
史
料
調
査
を
お
こ
な
い
、
そ
う
し

た
な
か
か
ら
い
く
つ
か
の
重
要
な
史
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

板
野
郡
藍
園
村
の
大
字
村
の
一
つ
で
あ
っ
た
奥
野
村
の
藍
商
奥
村
嘉

蔵
家
の
「
天
保
四
巳
正
月
十
五
日
定
年
々
惣
勘
定
帳
」、「
萬
延
二
辛

酉
正
月
十
五
日
定
年
々
惣
勘
定
帳
」
や
藍
園
村
の
大
字
村
の
一
つ
で

あ
っ
た
東
中
富
村
の
藍
師
高
橋
弥
代
太
家
の
「
収
支
勘
定
簿

明
治

廿
三
年
」
な
ど
の
決
算
関
係
帳
簿
や
、
同
郡
川
内
村
の
坂
東
安
一
家

の
「
明
治
廿
四
年
度

所
得
税
調
査
材
料
表
」、「
三
十
年
度
所
得
金

届
高
明
細
表
」
や
同
郡
藍
園
村
大
字
竹
瀬
の
木
内
茂
吉
郎
家
の
「
明

治
二
十
歳
ヨ
リ

所
得
金
分
限
調
届
書
跡
書
」
な
ど
の
初
期
所
得
税

制
に
も
と
づ
く
所
得
税
調
査
関
係
の
史
料
な
ど
は
貴
重
で
あ
っ
た
。

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）
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奥
村
嘉
蔵
家
の
「
年
々
惣
勘
定
帳
」
を
検
討
し
て
み
る
と
、
一
八

三
〇
年
代
後
半
か
ら
一
八
四
〇
年
代
前
半
の
天
保
後
半
期
に
奥
村
家

の
純
資
産
の
急
成
長
が
み
ら
れ
る
が
、
以
降
や
や
停
滞
傾
向
を
と
っ

て
推
移
し
、
一
八
六
〇
年
代
に
入
る
と
再
び
増
加
し
、
明
治
期
を
む

か
え
て
い
た
。
天
保
期
か
ら
嘉
永
期
の
同
家
の
藍
業
の
販
路
は
大
坂

と
徳
島
に
あ
り
、
一
八
五
〇
年
代
の
安
政
期
に
は
じ
め
て
売
場
株

（
筑
前
株
）
を
取
得
し
て
九
州
市
場
に
進
出
し
、
明
治
初
年
の
売
場
株

解
放
の
際
に
関
東
市
場
に
進
出
し
て
い
る
。
同
家
は
、
領
外
市
場
に

進
出
し
た
こ
う
し
た
時
期
か
ら
み
て
、
後
発
藍
商
で
あ
っ
た
と
み
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
東
中
富
村
の
藍
師
高
橋
家
は
、
七
代
弥
左
衛
門
の

頃
、
寛
政
年
間
に
藍
業
に
進
出
し
、
三
津
屋
と
い
う
屋
号
を
も
ち
豊

前
、
大
坂
を
販
路
と
す
る
藍
商
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
一
〇

代
弥
代
太
の
作
成
し
た
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
か
ら
明
治
三
三

（
一
九
〇
〇
）
年
の
「
収
支
勘
定
簿
」
を
検
討
し
て
み
る
と
、
藍
師
と

し
て
の
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
た
。
高
橋
家
の
収
支
の
八
割
前
後
か

ら
九
割
が
藍
蒅
販
売
高
か
ら
な
っ
て
お
り
、
他
の
収
入
も
藍
作
の
前

作
と
後
作
を
な
す
麦
・
大
豆
な
ど
の
雑
穀
販
売
高
か
ら
な
っ
て
い
た

が
、
そ
れ
ら
は
明
治
二
〇
年
代
中
葉
を
転
機
に
し
て
、
そ
れ
以
降
停

滞
的
様
相
を
強
め
、
二
〇
年
代
末
以
降
悪
化
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
た
。

明
治
二
〇
年
代
中
葉
の
同
家
の
経
営
は
大
き
な
転
機
に
あ
っ
た
が
、

結
局
経
営
転
換
の
機
会
を
逸
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

明
治
中
期
の
郡
域
内
に
存
在
す
る
藍
師
・
藍
商
の
こ
の
よ
う
な
経

営
動
向
を
検
討
す
る
上
で
、
所
得
税
調
査
関
係
史
料
は
き
わ
め
て
有

用
で
あ
る
。
旧
幕
期
に
佐
渡
・
越
後
を
主
な
市
場
と
す
る
藍
商
で
、

明
治
初
年
の
売
場
株
解
放
を
契
機
に
関
東
市
場
に
進
出
し
た
板
野
郡

川
内
村
の
坂
東
家
は
、
明
治
二
〇
年
代
に
所
得
税
調
査
委
員
を
し
て

い
た
関
係
か
ら
、
板
野
郡
所
得
税
調
査
関
係
史
料
を
の
こ
し
て
い
た
。

同
家
の
所
蔵
す
る
板
野
郡
の
「
明
治
廿
四
年
度

所
得
税
調
査
材
料

表
」、「
三
十
年
度
所
得
金
届
高
明
細
表
」
に
は
明
治
中
期
の
板
野
郡

の
商
人
・
地
主
層
な
ど
の
有
力
資
産
家
が
ほ
と
ん
ど
網
羅
さ
れ
て
い

た
か
ら
、
そ
の
所
得
構
造
に
つ
い
て
種
々
の
角
度
か
ら
検
討
を
お
こ

な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
有
力
資
産
家
の
経
営
動
向
に
接
近

す
る
の
に
は
格
好
の
史
料
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
史
料
を

検
討
す
る
と
、
藍
園
村
の
犬
伏
九
郎
右
衛
門
家
や
川
内
村
の
坂
東
香

取
家
の
よ
う
に
明
治
二
〇
年
代
後
半
と
く
に
日
清
戦
後
に
有
価
証
券

所
得
が
急
増
し
産
業
企
業
へ
の
投
資
が
活
発
化
し
て
お
り
、
主
に
商

人
的
蓄
積
に
も
と
づ
く
高
額
所
得
者
の
投
資
活
動
が
顕
在
化
し
て
い

た
。
し
か
し
、
藍
商
所
得
の
推
移
の
面
で
は
転
機
に
直
面
し
て
い
た

阿
波
藍
業
の
動
向
が
う
か
が
え
る
。
板
野
郡
の
主
要
藍
商
・
藍
師
の

藍
商
所
得
の
推
移
を
み
て
み
る
と
、
個
々
に
は
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
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所
得
額
の
絶
対
値
や
資
産
構
成
比
の
推
移
に
つ
い
て
は
一
定
の
傾
向

が
あ
り
、
明
治
二
〇
年
代
後
半
に
は
多
く
の
場
合
藍
商
所
得
の
絶
対

値
は
停
滞
し
、
二
〇
年
代
中
葉
以
降
減
少
傾
向
を
示
す
例
も
あ
り
、

総
所
得
額
に
し
め
る
藍
商
所
得
の
比
率
は
ほ
と
ん
ど
の
事
例
で
低
下

傾
向
を
と
っ
て
い
た
。
明
治
二
〇
年
代
後
半
に
は
、
藍
商
・
藍
師
の

多
く
が
経
営
上
の
転
機
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
坂
東
家
の
板

野
郡
所
得
税
調
査
関
係
史
料
に
も
登
場
す
る
藍
園
村
竹
瀬
の
木
内
家

に
関
し
て
は
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
か
ら
明
治
四
五
（
一
九
一

二
）
年
に
及
ぶ
「
明
治
二
十
歳
ヨ
リ

所
得
金
分
限
調
届
書
跡
書
」
と

い
う
史
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
れ
を
検
討
し
て
み
る

と
、
明
治
二
〇
年
代
初
頭
の
同
家
の
所
得
額
は
一
四
〇
〇
円
台
か
ら

一
八
〇
〇
円
台
に
あ
っ
た
が
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
恐
慌
あ

た
り
を
契
機
に
減
少
傾
向
に
転
じ
て
い
た
。
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）

年
に
は
所
得
額
は
一
四
〇
〇
円
台
を
割
っ
て
、
明
治
二
七
（
一
八
九

四
）
年
ま
で
趨
勢
と
し
て
は
減
少
し
、
同
年
に
は
八
九
八
円
と
な
っ

て
い
た
。
当
該
期
に
は
藍
商
所
得
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
明
治
二
七

（
一
八
九
四
）
年
に
は
八
八
円
余
り
に
低
落
し
た
。
明
治
二
〇
年
代
初

頭
の
所
得
構
成
の
四
〇
％
か
ら
五
〇
％
ほ
ど
を
し
め
て
い
た
同
家
の

藍
商
所
得
は
、
そ
の
後
二
〇
％
台
か
ら
一
〇
％
以
下
へ
と
落
ち
込
ん

で
い
た
の
で
あ
る
。
木
内
家
は
、
明
治
二
〇
年
代
が
進
む
に
つ
れ
て

こ
の
よ
う
に
転
機
に
直
面
し
て
い
た
藍
業
か
ら
酒
造
業
へ
展
開
を
は

か
る
が
、
十
分
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
再
び
藍
業
に
回

帰
す
る
が
、
功
を
奏
せ
ず
、
明
治
三
〇
年
代
後
半
に
は
地
主
的
土
地

所
有
に
一
層
傾
斜
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

吉
野
川
流
域
の
藍
師
・
藍
商
の
系
譜
を
引
く
旧
家
を
主
要
な
対
象

と
す
る
こ
の
よ
う
な
史
料
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の

貴
重
な
史
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
史
料

の
分
析
を
中
心
に
し
て
体
系
化
を
は
か
り
、
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）

年
に
、
私
は
は
じ
め
て
の
著
書
『
阿
波
藍
経
済
史
研
究
─
近
代
移
行

期
の
産
業
と
経
済
発
展
─
』
を
吉
川
弘
文
館
か
ら
刊
行
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
し
て
、
同
書
の
公
刊
を
契
機
に
し
て
、
私
の
研
究
は
醤

油
醸
造
業
史
と
い
う
分
野
に
広
が
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二

醤
油
醸
造
業
史

戦
前
の
醤
油
醸
造
業
史
は
醤
油
産
地
の
醸
造
元
の
当
主
の
手
に
な

る
研
究
が
あ
り
、
戦
後
は
、
地
方
史
研
究
の
進
展
な
ど
を
背
景
に
し

て
醤
油
産
地
の
個
別
研
究
が
進
ん
だ
。
そ
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
に

入
る
と
、
長
谷
川
彰
氏
な
ど
に
よ
っ
て
近
世
龍
野
醤
油
史
の
研
究
が
、

ま
た
林
玲
子
氏
な
ど
に
よ
っ
て
銚
子
醤
油
醸
造
業
史
の
研
究
が
そ
れ

ぞ
れ
進
め
ら
れ
た
。
林
氏
を
中
心
と
し
た
ヤ
マ
サ
醤
油
を
対
象
と
す
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る
共
同
研
究
は
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
に
『
醤
油
醸
造
業
史
の
研

究
』（
吉
川
弘
文
館
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
長
谷
川
氏
の
近
世

龍
野
醤
油
史
の
研
究
は
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
に
『
近
世
特
産
物

流
通
史
論
』（
柏
書
房
）
と
題
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
研

究
動
向
を
背
景
に
し
て
醤
油
醸
造
業
史
研
究
会
（
代
表
、
林
玲
子
氏
）

が
組
織
さ
れ
、
研
究
会
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の

醤
油
産
地
を
対
象
に
し
て
史
料
調
査
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
私

も
こ
の
醤
油
醸
造
業
史
研
究
会
に
参
加
を
許
さ
れ
、
多
く
の
醤
油
産

地
の
史
料
調
査
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
し
た
史
料
調
査

を
重
ね
る
う
ち
に
、
全
国
の
醤
油
産
地
を
比
較
史
的
に
み
る
目
が
自

ら
養
わ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
醤
油
産
地
の
史
料
調
査
に
従
事
す
る
な
か
で
、
私
は
、

紀
伊
湯
浅
、
播
磨
龍
野
、
讃
岐
小
豆
島
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
古
い
醤
油
産
地
で
濃
口
醤
油
を
主
に
生
産
し
て
い
た
湯
浅
は
、

関
西
に
あ
っ
て
、
む
し
ろ
関
東
の
醤
油
醸
造
業
と
親
和
性
を
も
っ
て

い
た
し
、
脇
坂
氏
の
城
下
町
に
あ
っ
て
、
淡
口
醤
油
を
開
発
し
、
京

都
、
大
坂
を
主
な
販
路
と
し
て
発
展
し
た
の
が
龍
野
醤
油
で
あ
っ
た
。

瀬
戸
内
海
の
要
衝
地
に
位
置
し
て
い
た
小
豆
島
で
市
場
向
け
の
醤
油

生
産
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
一
八
世
紀
末
期
の
こ
と
で
あ
り
、
湯
浅
や

龍
野
と
比
較
す
る
と
後
発
の
醤
油
産
地
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
発

展
に
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。

小
豆
島
で
は
、
醤
油
醸
造
業
の
改
善
へ
の
取
り
組
み
が
み
ら
れ
、

資
本
蓄
積
の
低
位
性
を
克
服
す
る
た
め
に
株
式
会
社
制
度
の
導
入
が

積
極
的
に
な
さ
れ
、
醸
造
規
模
の
拡
大
が
は
か
ら
れ
て
い
た
。
小
豆

島
の
あ
る
小
豆
郡
で
は
、
第
一
次
企
業
勃
興
期
に
会
社
形
態
を
と
っ

た
醤
油
醸
造
企
業
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
日
清
戦
後
の
第
二
次
企
業

勃
興
期
に
は
そ
う
し
た
現
象
が
広
く
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
一

次
企
業
勃
興
期
の
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
小
豆
郡
馬
越
村
に

設
立
さ
れ
た
小
豆
島
馬
越
醤
油
製
造
会
社
と
日
清
戦
後
の
第
二
次
企

業
勃
興
期
の
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
に
同
郡
草
壁
村
に
設
立
さ

れ
た
島
醤
油
製
造
株
式
会
社
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
同
郡
苗

羽
村
に
設
立
さ
れ
た
丸
金
醤
油
株
式
会
社
を
取
り
上
げ
、
そ
の
発
展

過
程
を
み
る
と
、
小
豆
島
馬
越
醤
油
製
造
会
社
の
資
本
金
額
は
一
万

円
（
払
込
高
三
〇
〇
〇
円
）
で
、
株
主
数
は
六
名
で
あ
り
、
島
醤
油
製

造
株
式
会
社
の
資
本
金
額
は
七
万
五
〇
〇
〇
円
（
払
込
高
一
万
八
七

五
〇
円
）
で
、
株
主
数
は
三
二
名
で
あ
っ
た
。
丸
金
醤
油
株
式
会
社

の
資
本
金
額
は
三
〇
万
円
（
払
込
高
七
万
五
〇
〇
〇
円
）
で
、
株
主
数

は
一
六
四
名
と
な
っ
て
い
た
。

小
豆
島
馬
越
醤
油
製
造
会
社
の
創
設
に
関
っ
た
小
豆
郡
馬
越
村
の

岡
上
銀
衛
は
、
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
以
降
醤
油
の
製
造
、
販
売
を
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は
じ
め
て
お
り
、
分
家
の
岡
上
喜
平
、
岡
上
倉
次
郎
も
醤
油
醸
造
業

に
参
入
し
た
。
三
家
は
各
々
「
別
ニ
製
造
」
し
て
い
た
が
、
明
治
二

一
（
一
八
八
八
）
年
一
月
に
「
合
併
シ
資
本
ヲ
増
加
シ
、
会
社
設
置
ノ

協
議
」
が
な
り
、「
三
家
ヲ
合
同
シ
、
尚
一
、
二
ノ
親
戚
ヲ
加
ヘ
、
更

ニ
資
本
ヲ
増
加
シ
、
製
造
場
、
事
務
所
ヲ
新
設
シ
、
倉
庫
仕
込
品
器

械
等
一
切
持
寄
リ
」、「
会
社
ヲ
組
織
」
し
た
。「
小
豆
島
馬
越
醤
油

製
造
会
社
ト
称
シ
、
株
式
ニ
ナ
シ
有
限
責
任
ナ
リ
」、「
資
本
金
壱
万

円
ニ
テ
壱
株
ヲ
五
十
円
ト
シ
弐
百
株
」
と
し
た
。
社
長
に
は
岡
上
喜

平
、
取
締
役
に
岡
上
虎
治
、
岡
田
桂
二
、
監
査
役
に
岡
上
銀
衛
、
岡

上
寛
一
を
配
し
て
い
た
。
岡
上
姓
を
も
つ
役
員
の
住
所
は
小
豆
郡
北

浦
村
大
字
馬
越
で
あ
り
、
岡
田
桂
二
の
居
村
の
大
部
村
も
近
傍
で

あ
っ
た
か
ら
、
同
社
は
同
族
的
・
地
縁
的
な
資
本
結
合
に
も
と
づ
く

も
の
で
あ
っ
た
。

資
本
金
額
や
株
主
数
か
ら
み
て
、
小
豆
島
馬
越
醤
油
製
造
会
社
と

丸
金
醤
油
株
式
会
社
の
中
間
に
位
置
し
て
い
た
島
醤
油
製
造
株
式
会

社
は
、
小
豆
郡
草
加
部
村
大
庄
屋
菅
家
の
分
家
、
下
村
年
寄
菅
庄
左

衛
門
の
長
男
と
し
て
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
六
月
に
生
ま
れ
た
長

西
英
三
郎
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
幕
末
期
に
醤

油
醸
造
業
に
参
入
し
、
日
清
戦
後
に
同
社
を
設
立
し
、
醸
造
工
程
の

機
械
化
と
販
路
の
拡
張
に
つ
と
め
、
後
年
島
の
醤
油
王
と
称
さ
れ
た
。

（
９
）

同
社
は
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
一
二
月
に
蒸
気
汽
機
、
ボ
イ

ラ
ー
の
導
入
に
踏
み
切
り
、
醸
造
工
程
の
機
械
化
に
着
手
し
、
長
西

英
三
郎
の
死
去
に
と
も
な
い
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
一
月
社
長
に

就
任
し
た
中
田
延
次
の
時
代
に
は
電
気
事
業
に
参
入
し
た
。
島
醤
油

製
造
株
式
会
社
の
工
場
の
規
模
は
、
第
一
次
企
業
勃
興
期
に
成
立
し

た
島
内
の
醤
油
醸
造
企
業
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
機

械
化
と
い
う
点
で
も
一
定
の
進
展
を
み
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
島
醤

油
製
造
株
式
会
社
の
醤
油
製
成
状
況
を
み
る
と
、
明
治
四
三
（
一
九

一
〇
）
年
の
諸
味
査
定
高
は
四
四
七
八
石
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
製

成
醤
油
は
六
二
四
六
石
で
、
そ
の
う
ち
生
醤
油
は
三
一
一
五
石
、
四

九
・
九
％
を
、
番
醤
油
は
三
一
三
一
石
、
五
〇
・
一
％
を
占
め
て
い

た
。
同
社
の
場
合
、
諸
味
一
石
か
ら
で
き
る
製
成
醤
油
は
一
・
三
九

五
石
と
な
っ
て
い
た
。
小
豆
島
が
醤
油
産
地
と
し
て
一
層
の
発
展
を

期
す
る
に
は
、
量
の
み
な
ら
ず
質
の
側
面
に
お
い
て
も
改
良
を
は
か

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
丸
金
醤
油
株
式
会
社
の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
小
豆
島

醤
油
製
造
同
業
組
合
立
か
ら
郡
立
、
県
立
と
な
る
醸
造
試
験
場
の
新

技
術
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
良
質
な
最
上
醤
油
を
市
場
に
供
給

す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
。
丸
金
醤
油
株
式
会
社
は
、
企
業
規
模

の
拡
大
を
は
か
っ
て
近
代
的
工
場
を
建
設
し
、
番
醤
油
を
使
用
し
な
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い
良
質
な
最
上
醤
油
の
生
産
に
つ
と
め
、
品
質
本
位
、
消
費
者
本
位

を
謳
い
、
宣
伝
広
告
を
通
じ
て
金
マ
ー
ク
の
市
場
へ
の
浸
透
を
は

か
っ
て
い
た
。
同
社
の
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
の
醤
油
製
成
状

況
を
み
る
と
、
諸
味
査
定
高
は
三
三
六
五
石
で
、
そ
の
製
成
醤
油
は

三
四
二
一
石
で
あ
っ
た
。
製
成
醤
油
の
七
二
・
一
％
は
生
醤
油
で
あ

り
、
番
醤
油
二
七
・
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
諸
味
一
石
か
ら
で
き
る

製
成
醤
油
は
、
一
・
〇
一
七
石
と
な
っ
て
い
た
。
丸
金
醤
油
株
式
会

社
は
、
本
格
的
な
会
社
形
態
を
と
っ
た
醤
油
醸
造
大
企
業
と
し
て
創

設
さ
れ
、
醤
油
醸
造
試
験
場
の
研
究
成
果
に
も
と
づ
い
て
技
術
革
新

を
お
こ
な
お
う
と
し
た
小
豆
島
の
近
代
的
な
模
範
工
場
で
あ
っ
た
。

小
豆
島
に
お
け
る
醤
油
醸
造
諸
企
業
の
工
場
見
学
と
史
料
調
査
を
お

こ
な
い
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
小
豆
島
に
お
け
る
醤
油
醸
造
企
業
の

継
起
的
な
発
展
過
程
を
構
想
し
、
そ
の
実
証
作
業
に
従
事
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
経
済
史
研
究
を
志
す
者
と
し
て
ま
こ
と
に
得
難
い

貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三

日
豪
貿
易
史

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
研
究
生
活
を
送
っ
て
い
た
時
の
こ

と
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
一
〇
月
に
、
私
は
愛
媛
大
学
法
文
学
部

か
ら
神
戸
大
学
経
済
学
部
に
移
籍
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
三
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
、
私
は
文

部
省
長
期
在
外
研
究
員
と
し
て
欧
米
に
出
張
す
る
機
会
を
得
た
。
そ

の
時
留
学
し
た
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
か
ら
平
成
八
（
一
九
九
六
）

年
一
月
に
帰
国
し
た
私
に
、
新
保
博
氏
は
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究

所
に
寄
託
さ
れ
て
い
た
兼
松
資
料
に
つ
い
て
話
題
に
さ
れ
、
兼
松
資

料
の
現
況
の
確
認
と
そ
の
研
究
を
慫
慂
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

兼
松
資
料
は
、
日
豪
直
貿
易
の
先
駆
者
兼
松
房
治
郎
が
明
治
二
二

（
一
八
八
九
）
年
八
月
一
五
日
に
神
戸
市
栄
町
五
丁
目
に
設
立
し
た

「
豪
州
貿
易
兼
松
房
治
郎
商
店
」
の
主
に
経
営
帳
簿
な
ど
を
中
心
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
一
一
月
に
神
戸
大
学

経
済
経
営
研
究
所
に
寄
託
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
兼
松
資
料
が
同

研
究
所
に
寄
託
さ
れ
た
際
に
は
、
史
料
の
詳
細
に
立
ち
入
っ
た
史
料

目
録
な
ど
は
作
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
簡
単
な
メ
モ
が
取
り
交
わ
さ
れ

た
の
み
で
あ
っ
た
。
兼
松
資
料
の
整
理
と
史
料
目
録
の
作
成
が
緒
に

就
い
た
の
は
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
し
た

作
業
の
成
果
と
し
て
、
天
野
雅
敏
・
井
川
一
宏
共
編
『
兼
松
資
料
目

録
』
が
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
附
属
経
営
分
析
文
献
セ
ン
タ
ー

か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
は
平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
二
月
の
こ
と
で

あ
る
。
私
は
、
そ
の
頃
ま
で
に
先
行
研
究
と
社
史
の
検
討
を
終
え
、

兼
松
の
史
料
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
研
究
成
果
を
折
に
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触
れ
て
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
で
短
期
の
予
備
調
査
を
お
こ
な
い
、
平
成
一

六
（
二
〇
〇
四
）
年
四
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
同
大
学
に
留
学
し
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
公
文
書
館
所
蔵
史
料
な
ど
の
調
査
に
従
事
し

た
。
こ
の
よ
う
な
史
料
調
査
を
通
じ
て
、
私
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
立
公
文
書
館
シ
ド
ニ
ー
館
の
所
蔵
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
接

収
資
料
の
在
豪
日
本
商
社
の
諸
史
料
や
キ
ャ
ン
ベ
ラ
館
の
所
蔵
す
る

戦
前
の
日
豪
通
商
関
係
史
料
の
重
要
性
を
認
識
し
得
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
兼
松
資
料
に
も
と
づ
く
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
政
府
接
収
資
料
を
包
摂
し
て
史
料
面
の
基
礎
を
拡
充
し
、
戦

前
の
日
豪
貿
易
の
新
た
な
社
会
経
済
史
研
究
に
挑
む
こ
と
に
な
っ
た
。

兼
松
商
店
を
神
戸
に
開
設
し
た
兼
松
房
治
郎
は
明
治
二
三
（
一
八

九
〇
）
年
一
月
再
び
渡
豪
し
、
シ
ド
ニ
ー
の
ク
ラ
レ
ン
ス
街
九
九
番

地
に
支
店
を
設
置
し
て
日
豪
直
貿
易
を
開
始
し
た
。
兼
松
商
店
の
輸

出
入
業
務
の
動
向
や
損
益
構
造
な
ど
に
つ
い
て
は
、
兼
松
資
料
の
帳

簿
史
料
を
繙
く
こ
と
に
よ
っ
て
正
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

兼
松
商
店
は
日
豪
直
貿
易
の
先
駆
者
と
は
い
え
、
日
本
の
国
内
の
羊

毛
流
通
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
毛
織
工
業
に
お
い
て
先
駆
的
地
位

を
占
め
て
い
た
官
営
千
住
製
絨
所
の
命
を
受
け
外
商
を
通
じ
て
羊
毛

の
買
付
け
に
あ
た
っ
て
い
た
の
は
大
倉
組
な
ど
で
あ
っ
た
か
ら
、
兼

松
商
店
に
は
後
発
企
業
と
い
う
一
面
も
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
う

し
た
こ
と
に
起
因
す
る
克
服
す
べ
き
諸
問
題
が
あ
っ
た
。
兼
松
商
店

が
そ
う
し
た
困
難
な
諸
問
題
を
克
服
し
、
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
に

は
暫
く
時
間
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

日
露
戦
争
期
か
ら
日
露
戦
後
に
か
け
て
、
兼
松
商
店
は
千
住
製
絨

所
、
陸
軍
被
服
廠
の
羊
毛
の
受
注
に
成
功
し
、
羊
毛
取
引
の
進
展
に

つ
れ
て
、
豪
州
羊
毛
市
場
に
し
め
る
そ
の
地
位
も
上
昇
し
た
。
明
治

末
期
の
羊
毛
取
引
の
拡
大
は
、
シ
ド
ニ
ー
市
場
の
様
相
を
変
容
さ
せ
、

日
本
の
商
社
の
シ
ド
ニ
ー
市
場
へ
の
進
出
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。

日
露
戦
後
を
中
心
に
、
三
井
物
産
、
大
倉
組
、
高
島
屋
飯
田
が
豪
州

に
進
出
し
て
お
り
、
第
一
次
大
戦
後
の
一
九
二
〇
年
代
初
め
に
、
三

菱
商
事
、
日
本
綿
花
な
ど
が
進
出
し
た
。
第
一
次
大
戦
前
に
は
、
兼

松
商
店
と
こ
れ
ら
の
進
出
し
た
他
の
商
社
の
間
に
は
「
格
段
ノ
差
」

が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
大
戦
後
に
は
兼
松
商
店
と
三
井
物
産
は
拮
抗

し
て
お
り
、
一
九
二
〇
年
代
中
葉
に
は
三
菱
商
事
が
そ
れ
に
続
い
て

い
た
。
三
井
物
産
の
こ
う
し
た
成
長
は
、
買
付
技
倆
の
向
上
と
他
社

の
追
随
を
許
さ
な
い
金
融
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
さ
れ

て
お
り
、
三
菱
商
事
の
成
長
は
、
三
井
に
次
ぐ
金
融
力
が
そ
れ
を
支

え
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
兼
松
商
店
、
三
井
物
産
、
三
菱
商
事

な
ど
の
商
社
各
社
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
第
一
次
大
戦
期
以
降
豪
州
羊
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毛
の
輸
入
は
堅
調
に
推
移
し
、
日
本
は
世
界
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
に

次
ぐ
豪
州
羊
毛
の
主
要
輸
入
国
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
政
府
接
収
資
料
の
在
豪
日
本
商
社
の
諸
史
料
や
兼
松
資
料
な
ど

に
も
と
づ
い
て
、
こ
う
し
た
日
豪
貿
易
史
に
関
わ
る
諸
問
題
を
実
証

的
に
解
き
明
か
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
私
の
さ
し
あ
た
り
の
主
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

〔
付
記
〕
小
稿
の
一
部
に
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金

（
基
盤
研
究〈
Ｂ
〉）（
課
題
番
号

二
〇
三
三
〇
〇
七
二
、
研
究
課
題

名

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
接
収
資
料
を
中
心
と
す
る
戦
前
の
日
豪

交
易
の
社
会
経
済
史
研
究
、
研
究
代
表
者

天
野
雅
敏
）
の
研
究
成

果
に
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
記
し
て
こ
の
研
究
助
成
に
た
い
し
て
謝

意
を
表
し
た
い
。

（
１
）
以
上
の
叙
述
に
つ
い
て
は
、「
新
保
博
先
生
自
書
年
譜
」（
神
木

哲
男
、
松
浦
昭
編
著
『
近
代
移
行
期
に
お
け
る
経
済
発
展
』
同
文

舘
出
版
、
一
九
八
七
年
）
ⅺ
頁
を
参
照
。

（
２
）
戸
谷
敏
之
『
近
世
農
業
経
営
史
論
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
四
九

年
）
三
九
六
～
三
九
九
頁
。

（
３
）
以
上
の
叙
述
に
つ
い
て
は
、
天
野
雅
敏
『
阿
波
藍
経
済
史
研
究

─
近
代
移
行
期
の
産
業
と
経
済
発
展
─
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九

八
六
年
）
一
七
七
～
二
〇
一
頁
を
参
照
。

（
４
）
西
野
嘉
右
衛
門
編
『
阿
波
藍
沿
革
史
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
四

（

）
１０

〇
年
、
の
ち
一
九
七
一
年
復
刻
）
二
一
～
二
二
頁
に
よ
る
と
、「
藍

園
二
十
八
箇
村
」
と
は
、
板
野
郡
藍
園
、
住
吉
、
応
神
、
川
内
、

北
島
の
各
大
字
村
を
中
心
に
し
て
、
こ
れ
に
隣
接
す
る
数
村
を
含

み
、
吉
野
川
支
流
に
取
り
囲
ま
れ
た
「
所
謂
中
島
な
る
も
の
の
総

称
」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、「
一
帯
の
地
に
藍
の
栽
培
行
は
れ
、
遂

に
藍
園
の
名
を
得
て
藍
作
の
中
心
地
と
為
る
に
至
っ
た
」
と
い
わ

れ
て
い
る
。

（
５
）
徳
島
県
板
野
郡
藍
住
町
所
蔵
史
料
。

（
６
）
徳
島
県
板
野
郡
藍
住
町

高
橋
文
弘
家
所
蔵
。

（
７
）
徳
島
市
川
内
町

坂
東
公
雄
家
所
蔵
。

（
８
）
徳
島
県
板
野
郡
藍
住
町

木
内
正
年
家
所
蔵
。

（
９
）
平
井
守
夫
編
『
小
豆
島
馬
越
醤
油
創
立
壱
百
年
誌
』（
稿
本
、
小

豆
島
馬
越
醤
油
合
資
会
社
（
香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
）、
一
九
八

八
年
）
に
よ
る
。

（

）
以
上
の
叙
述
に
つ
い
て
は
、
天
野
雅
敏
『
戦
前
日
豪
貿
易
史
の

１０
研
究
─
兼
松
商
店
と
三
井
物
産
を
中
心
に
し
て
─
』（
勁
草
書
房
、

二
〇
一
〇
年
）
第
二
章
、
第
三
章
、
第
五
章
、
第
六
章
を
参
照
。

（
あ
ま
の

ま
さ
と
し
・
神
戸
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）


